
宇治市健康づくり・食育アライアンス 会則 

 

第１章 総則 

（名称） 

第 1 条 本会は宇治市健康づくり・食育アライアンス（以下「健康

アライアンス」という 。） と称する。 

 

 （事務局） 

第２条 健康アライアンスの事務局は、宇治市健康長寿部健康生き

がい課内に置く。 

 

第２章 目的及び活動 

（目的） 

第３条 健康アライアンスは、全ての宇治市民（以下「市民」とい

う 。） が住み慣れた地域で生涯いきいきと心身ともに健康で豊かに

暮らすことができるよう「健康・笑顔・活気」あふれるまちづくり

を目指すために、自らの健康は自ら守り、また、市民が互いに協力

し合って健康づくり及び食育の輪を広げることを目指す。 

 国において策定された「健康日本２１（第２次 ）」 及び「第３次

食育推進基本計画」の基本的な考え方を共有し、市民の健康づくり

と食育の推進に取り組むための行動計画として策定された「宇治市

健康づくり・食育推進計画」に基づき、「市民とまちがともに取り

組む健康長寿日本一」の実現に寄与すること、及び、健康アライア

ンス参加団体と市民双方にとって有益なものとなることを目的とす

る。 

 

( 活動 )  

第４条 健康アライアンスは、前条の目的を達成するために、次の

各号に該当する活動を行う。 

(1) 市民の健康づくりの推進に関すること 



(2) 市民の食育の推進に関すること 

(3) 健康づくりや食育の推進を行っている団体等との連携・協力を

行い、市民の健康づくりや食育の推進に寄与すること 

(4) 健康アライアンスにおける活動は、前条の目的に合った活動以

外を行わないこと 

(5) 市民会議（第 5 章）に参加すること 

 

第３章 会員 

（会員） 

第５条 健康アライアンスの会員は、市民の健康づくりと食育の推

進に向けて健康アライアンスと連携して取り組むことに賛同する団

体で、次に掲げる要件をすべて満たすものとする。 

(1) 宇治市内で健康づくり又は食育に関する活動を行っている団体

であること 

(2) 特定の宗教又は政党を支持する活動を目的としないこと 

(3) 宇治市暴力団排除条例（平成２５年宇治市条例第４３号）第２

項第４号の暴力団員等又は同条第５号の暴力団密接関係者でな

いこと 

 

（入会） 

第６条 健康アライアンスに加入しようとする団体は、入会届出書

（別紙１）を事務局に提出しなければならない。 

 

（会員の資格の喪失） 

第７条 会員が次の各号に該当するに至ったときは、その資格を喪

失する。 

(1) 退会届（任意様式）を提出したとき 

(2) 健康アライアンスの信用を著しく損ねる又は健康アライアンス

の活動主旨に反する行為を行ったとき 

(3) 除名されたとき 



(4) 団体が消滅したとき 

 

第４章 役員等 

（代表等） 

第８条 健康アライアンスに次の各号に規定する役員を置く。 

(1) 代表 １名 

(2) 副代表 ２名以上 

(3) 会計 １名 

(4) 監事 １名 

 

（役員の選任） 

第９条 役員の選任は次の各号のとおりとする。 

(1) 代表は健康アライアンス加入団体から選出することとする。 

(2) 副代表は健康アライアンス加入団体から事務局及び代表が任命

することとする。 

(3) 会計は健康アライアンス加入団体から選出し会議の承認を得る。 

(4) 監事は健康アライアンス加入団体の他から選出し会議の承認を

得る。 

 

 （役員会） 

第10条 代表は必要に応じ役員会を招集することができる。 

 

（職務） 

第11条 代表は健康アライアンスの会務を統括する。 

２ 副代表は、代表を補佐し、代表に事故あるとき又は代表が欠け

たときは、代表があらかじめ指名した順序によりその職務を代理す

る。 

３ 監事は、健康アライアンス事業の進捗に対する助言及び健康ア

ライアンスの予算決算に関する状況について監査する。 

 



 （任期） 

第12条 健康アライアンスの役員の任期は１年とする。ただし、再

任を妨げない。 

２ 補欠によって就任した役員の任期は、前任者の任期の残存期間 

とする。 

３ 増員によって就任した役員の任期は、現任者の任期の残存期間

とする。 

４ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するま

での間は、その職務を行わなければならない。 

 

（解任） 

第13条 役員が次の各号に該当するに至ったときは、これを解任す

ることができる。 

(1) 心身の故障のため、職務の遂行に堪えられないと認められると

き。 

(2) 職務上の義務違反その他の役員としてふさわしくない行為があ

ったとき。 

 

第５章 市民会議 

（構成） 

第14条 健康アライアンスの市民会議（以下「会議」という 。） は

、各団体の代表者をもって構成する。ただし、代表者が出席できな

い場合は代理人を会議に参加させることができる。 

２ 代理人は、委任した代表者の代わりに意見を述べることができ

る。 

３ 会議は、健康アライアンス加入団体他、代表、副代表、監事及

び事務局が必要と認める者をもって構成する。 

４ 会議の成立要件は、委任状を含めて、過半数以上の出席を必要

とする。 

 



 

（開催） 

第15条 会議は、原則として毎年 2 回以上開催し、代表が招集する

。ただし、代表及び事務局が必要と認めたときは別に開催すること

ができる。 

 

（内容） 

第16条 会議は次の各号に規定する事項について話し合う。 

(1) 健康づくり及び食育に関する啓発方法について 

(2) 健康づくり及び食育推進に関するイベントについて 

(3) 健康づくり及び食育推進に関する支援活動について 

(4) 健康づくり及び食育に関する情報共有 

(5) その他、健康アライアンスの事項について 

 

ただし、事項の中で急を要するものについては、代表及び役員会、

事務局で決議・執行を行い、次の会議で承認を受けることとする。 

 

（報酬） 

第17条 会議の参加によっては、役員及び参加者の報酬は無償とす

る。 

  

第６章 予算等に関すること 

（事業年度） 

第18条 健康アライアンスの事業年度は、毎年４月 1 日に始まり、

翌年 3 月31日に終了する。 

  

（収入） 

第19条 健康アライアンスは次の各号の収入により運営し、健康アラ

イアンスの活動によって生じた余剰金の分配はしないものとする。 

 



(1) 市民の健康づくりと食育の推進のために、宇治市から委託を受

けて実施する事業に関する収入 

(2) 健康アライアンスの活動趣旨等に賛同する個人・団体等からの

賛助会費及び事業協力金 

(3) その他の収入 

 

 ( 支出 )  

第20条 支出は、予算に基づき健康アライアンスの目的に沿って支

出する。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第21条 健康アライアンスの事業計画及び収支予算については、毎年

事業年度の開始前に代表及び事務局が編成し、定めるものとする。 

２ やむを得ない理由により事業開始前に予算が成立しないときは

、代表は予算成立の日までに前年度の予算に準じて、収入及び支

出を行うことができる。 

３ 前項に規定する収入及び支出は、新たに成立する予算に基づく

ものとする。 

 

（事業報告及び決算報告） 

第22条 各団体の事業報告及び決算報告に関する書類は、代表が前

事業年度末時点のものとして次の書類を作成する。 

(1) 各団体事業報告書 

(2) 収支決算書 

(3) その他必要な書類 

２ 事業報告及び決算報告は、監事の監査を経た後、毎事業年度終

了後、２か月以内に事務局に提出しなければならない。 

 

 

 



（委任） 

第23条 この会則に定めるもののほか、健康アライアンスの運営に必

要な事項については、代表、副代表、事務局が定めるものとする。 

 

 （会則の改正） 

第24条 本会則の改正は会議に参加した健康アライアンス加入団体

の 2 分の１以上の議決を得なければならない。 

 

 （解散） 

第25条 健康アライアンスは会議の決議により解散し、解散にはア

ンス加入団体総数の４分の３以上の承諾を得なければならない。 

 

（残余財産の帰属） 

第26条 健康アライアンスが解散したときに残存する財産は宇治市

に帰属するものとする。 

 

 

  附 則 

（施行期日） 

この会則は、平成31年４月 1 日から実施する。 

 


